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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フリンジフィールドスイッチングモードの液晶表示パネルであって、
　互いに向かい合う第一基板と第二基板、及び前記第一基板と前記第二基板との間にある
液晶層、
　前記第一基板の、前記第二基板と向かい合わせの表面上に順次形成されている第一下部
電極、第一絶縁層及び第一上部電極、及び、
　前記第二基板の、前記第一基板と向かい合わせの表面上に順次形成されている第二下部
電極、第二絶縁層及び第二上部電極
を含み、
　前記第一基板の前記第二基板と向かい合わせの表面上には複数の、互いに平行し且つ前
記第二基板に突起している第一支持部が設けられ、隣接する第一支持部の間は第一凹溝を
形成し、且つ、前記第一支持部は前記第一基板と前記第一下部電極との間に設けられてい
て、
　前記第二基板の前記第一基板と向かい合わせの表面上には複数の、互いに平行し且つ前
記第一基板に突起している第二支持部が設けられ、隣接する第二支持部の間は第二凹溝を
形成し、且つ、前記第二支持部は前記第二基板と前記第二下部電極との間に設けられてい
て、
　前記第二支持部と前記第一凹溝は向かい合うように設けられ、前記第一上部電極は前記
第一支持部に対応して設けられ、前記第二上部電極は前記第二凹溝に対応して設けられて
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いることを特徴とする、液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記第一上部電極は複数の、互いに平行し且つ互いに間隔を置いているストライプ状の
第一サブ電極を有し、
　且つ前記第二上部電極は複数の、互いに平行し且つ互いに間隔を置いているストライプ
状の第二サブ電極を有することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記第一基板上の第一サブ電極の延伸方向は前記第二基板上の第二サブ電極の延伸方向
と同じであることを特徴とする、請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
　前記第一下部電極と前記第二下部電極は共通電極であり、且つ前記第一上部電極と前記
第二上部電極は画素電極であることを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の液晶
表示パネル。
【請求項５】
　前記第一支持部の横断面は四角形、台形、半円形、三角形または半楕円形であり、且つ
前記第二支持部の横断面は前記第一支持部の横断面の形状と同じであることを特徴とする
、請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示パネル。
【請求項６】
　前記第一下部電極、第一絶縁層、第二下部電極及び第二絶縁層はそれぞれ、均一な層厚
を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の液晶表示パネル。
【請求項７】
　前記第一絶縁層と第二絶縁層の層厚の範囲は５０００～１００００Åであり、
　前記第一上部電極と第二上部電極の層厚の範囲は３００～２５００Åであり、
　前記液晶層の層厚の範囲は５～２０μｍであることを特徴とする、請求項１～６のいず
れかに記載の液晶表示パネル。
【請求項８】
　前記第一基板上に設けられた第一偏光板、及び
　前記第二基板上に設けられた第二偏光板を含むことを特徴とする、請求項１～７のいず
れかに記載の液晶表示パネル。
【請求項９】
　前記液晶層の材料はブルー相液晶重合体であることを特徴とする、請求項１～８のいず
れかに記載の液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施例はフリンジフィールドスイッチングモードの液晶表示パネルに係る。
【背景技術】
【０００２】
　近年において、液晶表示技術は迅速に発展し、従来技術において例えばインプレーンス
イッチング（ＩＰＳ、Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）及びフリンジフィールド
スイッチング（ＦＦＳ、Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）等のモードの
液晶表示パネルが出現した。
【０００３】
　図１は、従来技術におけるＦＦＳブルー相液晶表示パネルの構造模式図である。上から
下の順に、順次、上部偏光板１０１、上部基板１０２、液晶層１０３、画素電極１０４、
絶縁層１０５、共通電極１０６、下部基板１０７、下部偏光板１０８を含む。図１におい
て、下部基板には共通電極１０６及び画素電極１０４が設けられ、画素電極１０４はくし
形電極とすることができ、複数の互いに平行するくし部を有する。
【０００４】
　応答時間、駆動電圧及び光の透過率などのパラメータは液晶表示パネル表示性能に影響
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する重要なパラメータであり、よって、どのように応答時間が短く、駆動電圧が小さく且
つ光透過率が高い液晶表示パネルを得るかは、業界において注目される問題である。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の実施例は、フリンジフィールドスイッチングモードの液晶表示パネルを提供し
、該液晶表示パネルは、互いに向かい合う第一基板と第二基板、及び前記第一基板と前記
第二基板との間にある液晶層、前記第一基板の、前記第二基板と向かい合わせの表面上に
順次形成されている第一下部電極、第一絶縁層及び第一上部電極、及び、前記第二基板の
、前記第一基板と向かい合わせの表面上に順次形成されている第二下部電極、第二絶縁層
及び第二上部電極含む。
【０００６】
　本発明実施例の技術構成についてさらに明確に説明するために、以下に実施例の図面に
ついて簡単に紹介する。明らかなように、下の図は本発明の実施例に係るものであり、本
発明を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】従来技術におけるＦＦＳブルー相液晶表示パネルの構造模式図である。
【図２】本発明実施例中の液晶表示パネルの構造模式図である。
【図３】本発明実施例中の他の液晶表示パネルの構造模式図である。
【図４】本発明実施例中の別の液晶表示パネルの構造模式図である。
【図５】本発明実施例中に用いられる支持部の構造模式図である。
【図６】本発明実施例中に用いられる他の支持部の構造模式図である。
【図７】本発明実施例中に用いられる別の支持部の構造模式図である。
【図８】図３に示される液晶表示パネルの構造パラメータの模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の実施例の目的、技術構成及びメリットをさらに明確にするために、以下におい
て本発明実施例の図面を参照して、本発明実施例の技術構成についてさらに明確に、完全
に記載する。明らかなように、記載される実施例は本発明の一部の実施例であり、全部の
実施例ではない。前記の本発明の実施例に基づいて、当業者が創作的な労働を必要としな
い前提において得られるすべての他の実施例も、本発明が保護を求める範囲内に属するも
のである。
【０００９】
　本発明の実施例は、従来のＦＦＳ電極構造に基づいて、二面ＦＦＳ電極構造を有する液
晶表示パネルを設計した。該構造を有する液晶表示パネルは、さらに強い有効的な横方向
電界を有し、これにより光の透過率を高め、駆動電圧を下げ、応答時間を減らすことがで
きる。同時に、この構造は自動的に光路差を補償し、ディスプレイの視野角を広くする。
以下において図面を参照して、具体的な実施例を通して本発明についてさらに説明する。
【００１０】
　図２を参照すれば、本発明実施例のフリンジフィールドスイッチングモードの液晶表示
パネルを示している。該液晶パネルは、上部基板２０２、下部基板２１０、及び上部基板
２０２と下部基板２１０との間にある液晶層２０６を含む。ここにおいて、前記上部基板
２０２の下面に、上から下まで順に、第一共通電極２０３、第一絶縁層２０４、及び第一
画素電極が形成されている。前記下部基板２１０の上面において、下から上まで順に、第
二共通電極２０９、第二絶縁層２０８及び第二画素電極が形成されている。
【００１１】
　本実施例中において、第一画素電極及び第二画素電極はくし状電極であり、それぞれ複
数の互いに平行するくし部を含む。第一画素電極は、ストライプ状でくし状の複数の互い
に平行する第一サブ電極２４１、２４２、２４３を含み、第二画素電極は、ストライプ状
でくし状の複数の互いに平行する第二サブ電極２５１、２５２、２５３を含む。第一画素
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電極と第二画素電極の具体的な構造は、従来技術におけるフリンジフィールドスイッチン
グモードの液晶表示パネルの画素電極の構造と同じである。勿論、図２には、従来技術と
同じように、上部基板２０２上方に設けている上部偏光板２０１と、下部基板２１０下方
に設けている下部偏光板２１１を含むことができる。
【００１２】
　前記からわかることは、本実施例中の液晶表示パネルは、上部基板、下部基板上に、い
ずれも画素電極と共通電極を設け、画素電極と共通電極の間は絶縁層によって隔離されて
いる。アナログシミュレーションからわかるように、上部基板、下部基板上に、いずれも
画素電極と共通電極を設けた後、それぞれの基板上の画素電極と共通電極との間には、さ
らに強い有効的な横方向電界が形成され、これによって液晶はより横方向に回転しやすく
、よって比較的低い駆動電圧の状況下において、液晶の速やかな回転を実現することがで
き、液晶表示パネルの光透過率を高め、駆動電圧を低くし、さらに応答時間を減少させる
ことができる。同時に、この上下対称の構造は自動的に光路差を補償することができ、液
晶表示パネルの視野角をさらに広くすることができる。
【００１３】
　近年において、液晶表示装置の表示精度を高め、より高いコントラスト比、より速い応
答時間及びより広い視野角を実現するために、快速応答特性を有するブルー相液晶材料は
徐々に重視されるようになってきた。ブルー相はアイソトロピック相とコレステリック相
の間にある液晶相であって、その存在する温度範囲は非常に狭く、おおよそ１℃の温度区
間しかない。しかし、近年来、高分子安定化後のブルー相液晶の存在する温度範囲が広く
なることが見出され、基本的に液晶表示材料として使用する温度範囲を満たすことができ
る。ブルー相液晶ディスプレイはポテンシャルのある次世帯ディスプレイとして、以下の
革命的な特徴を有する。（１）電圧を印加しない状況において、ブルー相は等方性であり
、ブルー相液晶表示装置は視野角が大きく、暗い状態に優れるとの特徴を有する。（２）
ブルー相液晶ディスプレイの理論応答時間は、ｍｓレベル以下となり、これにより応答時
間を大きく向上させた。（３）ブルー相液晶の高分子安定性により、電圧を印加しない状
況においては等方性であるため、他の各種液晶表示モードが必須とする配向層を必要とせ
ず、これにより製造コストを下げ、製造工程を簡素化させる。
【００１４】
　図１に示す構造において、例えばブルー相液晶を液晶層として用いるであれば、ブルー
相液晶層は電圧を印加しない場合にはアイソトロピック状態を示し、電圧を印加している
場合、下部基板から上部基板に向けて電場強度は徐々に弱まり、よって下部基板に近いブ
ルー相液晶は電界の影響を受けて変化が明確であり、上部基板に近いブルー相液晶は電界
の影響を受けにくく、変化が不明確である。よって図１に示す構造の光効率は低く、光効
率を高めるには、駆動電圧を提供する必要があり、これによりパネルの消費電力を増加さ
せた。これによりわかることは、従来のブルー相液晶表示パネルには、駆動電圧が高く、
光効率が低いという二つの技術課題が存在する。現在の生産工程において、従来のＩＰＳ
画素駆動方式を用いてブルー相液晶表示パネルを駆動し、ブルー相液晶材料のコール定数
を改善する方法で駆動電圧を下げるが、これは材料に対する要求が高い。
【００１５】
　前記構造に基づく本実施例において、前記液晶層２０７の材料がブルー相液晶である場
合、より強くより均一な有効の横方向電界を形成でき、ブルー相液晶は横方向に回転しや
すく、これにより駆動電圧が比較的低い状況におけるブルー相液晶の迅速な回転を実現で
きる。よって、本発明実施例の構造は、ブルー相液晶表示パネルの光透過率を高め、駆動
電圧を下げ、応答時間を減少させ、よって従来技術におけるブルー相液晶表示パネルの不
足を改善できる。
【００１６】
　ここにおいて、本実施例液晶表示パネル中に用いられる材料について具体的に説明する
。以下の材料及びパラメータは本発明の実施例に用いられるものであるが、本発明を制限
するものではない。第一画素電極、第一共通電極２０３、第二共通電極２０９、及び第二
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画素電極はいずれも酸化インジウム－スズ（ＩＴＯ）材料を用いて製作することができ、
第一絶縁層２０４と第二絶縁層２０８は絶縁層または不活性化層材料を用いて製作するこ
とができる。ブルー相液晶材料の一種のパラメータは以下である。水平誘電率ε‖＝３７
、垂直誘電率ε⊥＝４、進相軸の屈折率はｎｏ＝１．４７４４、遅相軸の屈折率はｎｅ＝
１．７７４４であり、コール定数はＫ＝１．２６８ｎｍ／Ｖ２（λ＝５５０ｎｍ）（ここ
においてＶは電圧単位ボルト、λは波長である）である。
【００１７】
　一つの実施例中において、前記第一画素電極は互いに平行する第一サブ電極を含み、該
第一サブ電極はストライプ状電極とすることができ、前記第二画素電極は複数の互いに平
行する第二サブ電極を含み、第二ストライプ状電極とすることができる。
【００１８】
　一つの実施例中において、上部基板上の第一サブ電極の延伸方向と、下部基板上の第二
サブ電極の延伸方向は同じである。
【００１９】
　一つの実施例中において、上部基板上のストライプ状の第一サブ電極は、下部基板上の
ストライプ状の第二サブ電極と向かい合うように設置している。
【００２０】
　さらに液晶表示パネルの表示性能を高めるために、本実施例は、上部基板の下面に複数
の互いに平行し且つ下に突起している第一支持部を有し、隣り合う第一支持部の間で上向
きの凹んでいる第一凹溝を形成し、または、前記下部基板の上面に複数の互いに平行する
、且つ上に突起している第二支持部を有し、隣り合う第二支持部の間は、下向きの凹んで
いる第二凹溝を形成する。勿論、本実施例は上部基板、下部基板上にそれぞれ、上記第一
支持部と第二支持部を設けることができる。ここにおいて、第一支持部と第二支持部は、
いずれも有機樹脂材料を用いて制作できる。
【００２１】
　前記上部基板上に前記第一支持部を設けた後、本実施例は前記第一支持部を含む前記上
部基板の下面上に順次、前記第一共通電極、第一絶縁層及び第一画素電極を形成すること
ができる。即ち、第一支持部は第一基板と第一共通電極との間に設けられている。前記第
一サブ電極は間隔を置いて前記第一支持部の下方に設けられている。即ち、第一支持部に
対応するように設けられている。勿論、もう一つの選択できる実施形態として、前記第一
サブ電極は間隔を置いて前記第一凹溝の下方に設けることができ、即ち、第一凹溝に対応
するように設けることができる。
【００２２】
　前記下部基板上に前記第二支持部を設けた後、本実施例は前記第二支持部を含む前記下
部基板の上面上に順次、前記第二共通電極、第二絶縁層及び第二画素電極を形成できる。
即ち、第二支持部は第二基板と第二共通電極との間に設けられている。前記第二サブ電極
は間隔を置いて前記第二支持部の上方に位置し、即ち、第二支持部に対応するように設け
られている。勿論、一種の選択できる実施形態として、前記第二サブ電極は間隔を置いて
前記第二凹溝の上方に設けることができ、即ち、第二凹溝に対応するように設けることが
できる。
【００２３】
　本実施例中において、前記第一支持部と第二支持部分はいずれもストライプ状の支持部
であり、例えば、ストライプ状支持部の延伸方向は、前記ストライプ状電極の延伸方向と
同じである。第一支持部と第二支持部の横断面は四角形、台形、半円形、三角形または半
楕円形などの形状である。好ましくは、前記第二支持部の横断面と前記第一支持部の横断
面形状は同じとすることができる。
【００２４】
　一つの実施例中において、第一支持部のサイズと間隔は、それぞれ第二支持部のサイズ
と間隔と同じである。
【００２５】
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　一つの実施例中において、前記第二支持部と前記第一支持部は互いに向かい合うように
設置され、または前記第二支持部と前記第一凹溝部は向かい合うように設置されている。
ここにおける前記第二支持部と前記第一支持部が向かい合うように設置するとは、前記第
二支持部が前記第一支持部の真下に位置することをいう。前記第二支持部と、前記第一凹
溝が向かい合うように設置するとは、前記第二支持部が前記第一凹溝の真下に位置するこ
とを言う。
【００２６】
　一つの実施例中において、前記第一共通電極は均一な層厚を有し、前記第一絶縁層も均
一な層厚を有し、第一画素電極は均一な層厚を有し、前記第二共通電極は均一な層厚を有
し、さらに前記第二絶縁層は均一な層厚を有し、第二画素電極は均一な層厚を有する。
【００２７】
　前記からわかることは、本実施例は上部基板及び／または下部基板に、液晶層に突出す
る支持部を設け、支持部上に順次形成される共通電極、及び絶縁層を液晶層に突起するよ
うにし、これにより突起した絶縁層上に画素電極を形成させ、または突起する絶縁層の間
の凹溝内に画素電極を形成し、この構造により、上部基板、下部基板の間の電界線をさら
に密にしている（電界強度を強くする）。よって比較的小さい駆動電圧を印加することで
、液晶の回転を実現でき、これによりさらに液晶表示パネルの駆動電圧を減少させ、応答
速度を向上せ、光透過率を改善させ、さらに液晶表示パネルの表示性能を高めることがで
きる。
【００２８】
　最後に、図３～４の二つの具体的な構造図によって、本発明実施例中の前記第一支持部
と第二支持部を備えた液晶表示パネルについてさらに具体的に説明する。
【００２９】
　図３に示す液晶表示パネルを参照し、該液晶表示パネルは以下を含む。上部基板３０２
、下部基板３１２、及び前記上部基板３０２と前記下部基板３１２との間に挟まっている
液晶層３０７を含み、図３においてさらに上部偏光板３０１と下部偏光板３１３を含むこ
とができる。
【００３０】
　図３において、前記上部基板３０２の下面上に、互いに平行し且つ下に突起した第一支
持部３２１、３２２、３２３、３２４及び３２５が設けられ、隣接する第一支持部の間に
は上向きの凹んでいる第一凹溝を形成する。これらの第一支持部はストライプ状を示し、
且つ相互に平行するものである。図３において、前記第一支持部３２１、３２２、３２３
、３２４及び３２５の横断面は、いずれも上が広くて下が狭い台形形状である。
【００３１】
　ここにおいて、前記第一支持部を含む前記上部基板３０２の下面上には、順次、第一共
通電極３０４、第一絶縁層３０５及び第一画素電極が形成されている。前記第一画素電極
は複数の互いに平行する第一サブ電極を含み、図３には第一サブ電極３４１と３４２のみ
を示している。第一サブ電極はストライプ状電極とすることができ、且つ第一サブ電極３
４１は第一支持部３２２の下方、第一サブ電極３４２は第一支持部３２４の下方に設けら
れている。これによってわかることは、第一サブ電極は間隔をおいて前記第一支持部の下
方に位置する。好ましくは、第一サブ電極は間隔を置いて前記第一支持部の真下に設けら
れたものである。勿論、もう一つの選択可能な実施形態として、前記第一サブ電極は間隔
的に前記第一凹溝の下方（または真下）に設けることができる。
【００３２】
　図３において、前記下部基板３１２の上面上に、複数の互いに平行する、且つ下向きに
突起している第二支持部３３１、３３２、３３３、３３４、及び３３５が設けられている
。これらの第二支持部はストライプ状であり、互いに平行する。隣接する第二支持部の間
には下向きの凹んでいる第二凹溝を形成している。図３において、前記第二支持部３３１
、３３２、３３３、３３４及び３３５の横断面は下が広く上が狭い台形形状である。
【００３３】
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　前記第二支持部を含む前記下部基板３１２の上面上に、前記第二共通電極３１０、第二
絶縁層３０９及び第二画素電極が順次形成されている。前記第二画素電極は複数の互いに
平行する第二サブ電極を含み、図３においては第二サブ電極３５１と３５２のみが示され
ている。第二サブ電極はストライプ状電極とすることができ、且つ第二サブ電極３５１は
第二支持部３３２の上方に、第二サブ電極３５２は第二支持部３３４の上方に設けられて
いる。これによりわかることは、第二サブ電極は間隔をおいて前記第二支持部の上方に設
置されている。好ましくは、第二サブ電極は間隔をおいて前記第二支持部の真上に設けら
れている。勿論、もう一つの選択可能な実施形態としては、前記第二サブ電極は間隔を置
いて前記第二凹溝の上方（または真上）に設けることができる。
【００３４】
　図３において、上部基板３０２の下面の第一絶縁層３０５は、第一共有電極３０４上を
覆い、下部基板３１２の上面の第二絶縁層３０９は第二共通電極３１０上を覆うことがで
きる。一つの実施例において、第一共通電極３０４と、第一絶縁層３０５は、ともに、第
一支持部を含む上部基板３０２上に形成され、第二共通電極３１０と第二絶縁層３０９は
、ともに、第二支持部を含む下部基板３１２上に形成される。
【００３５】
　図３において、第一支持部３２１、３２２、３２３、３２４及び３２５は、それぞれ第
二支持部３３１、３３２、３３３、３３４及び３３５と向かい合うように設けられ、即ち
第一支持部３２１、３２２、３２３、３２４及び３２５は、それぞれ第二支持部３３１、
３３２、３３３、３３４、３３５の真上に設けられている。この場合、第一サブ電極３４
１と第二サブ電極３５１は向かい合うように設置され、第一サブ電極３４２と第二サブ電
極３５２は互いに向かうように設置され、即ち第一サブ電極３４１と３４２は、それぞれ
第二サブ電極３５１と３５２の真上に設けられている。
【００３６】
　図３において、前記の上部基板、下部基板はフレーム密封用接着剤によって張り合わせ
られ、用いられる偏光子及び検光子はいずれも同じ型番の偏光板である。
【００３７】
　図４に示される液晶表示パネルにおいて、第一支持部と第二支持部は交互に配置され、
具体的には図４を参照すること。該液晶表示パネルは以下を含む。上部基板４０２、下部
基板４１２、及び前記上部基板と前記下部基板４１２との間に位置する液晶層４０７、図
４は上部偏光板４０１と下部偏光板４１３を含むことができる。
【００３８】
　図４において、前記上部基板４０２の下面上において、複数の互いに平行する、下に向
けて突起している第一支持部４２１、４２２、４２３、４２４が設けられ、隣接する第一
支持部の間には、上に向けて凹んでいる第一凹溝を形成する。これらの第一支持部はスト
ライプ状であり、さらに互いに平行する。図４において、前記第一支持部４２１、４２２
、４２３及び４２４の横断面はいずれも上が広く下が狭い台形形状である。
【００３９】
　前記第一支持部の前記上部基板４０２の下面上に、前記第一共通電極４０４、第一絶縁
層４０５と第一画素電極が順次形成されている。前記第一画素電極は複数の互いに平行す
る第一サブ電極を有し、図４には第一サブ電極４４１と４４２のみが示されている。第一
サブ電極はストライプ状電極であり、且つ第一サブ電極４４１は第一凹溝の下方に設けら
れ、第一サブ電極４４２は間隔をおいてもう一つの第一凹溝の下方に設けられている。こ
れからわかることは、第一サブ電極は間隔をおいて、前記第一凹溝の下方に設けられてい
る。好ましくは、第一サブ電極は間隔をおいて前記第一凹溝の真下に設けられている。勿
論、もう一つの選択できる実施形態として、前記第一サブ電極は間隔を置いて前記第一支
持部の下方（または真下）に設けることができる。
【００４０】
　図４において、前記下部基板４１２の上面上において、複数の互いに平行し、且つ下に
向けて突起している第二支持部４３１、４３２、４３３及び４３４が設けられ、これらの
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第二支持部はストライプ状とすることができ、互いに平行する。隣接する第二支持部の間
には、下に向けて凹んでいる第二凹溝を形成する。図４において、前記第二支持部４３１
、４３２、４３３及び４３４の横断面はいずれも上が広く下が狭い台形形状である。
【００４１】
　前記第二支持部を含む前記下部基板４１２の上面上に、前記第二共通電極４１０、第二
絶縁層４０９及び第二画素電極が順次形成されている。前記第二画素電極は複数の互いに
平行する第二サブ電極を含み、図４においては第二サブ電極４５１及び４５２のみが示さ
れ、第二サブ電極はストライプ状電極とすることができ、且つ第二サブ電極４５１は第二
支持部４３２の上方、第二サブ電極４５２は第二支持部４３４の上方に設けられている。
これからわかることは、第二サブ電極は間隔をおいて前記第二支持部の上方に設けられて
いる。好ましくは、第二サブ電極は間隔を置いて前記第二支持部の真上に設けられている
。勿論、もう一つの選択できる実施形態として、前記第二サブ電極は間隔をおいて前記第
二凹溝の上方（または真上）に設けることができる。
【００４２】
　図４において、第一支持部４２１、４２２、４２３、４２４は、それぞれ第二支持部４
３１、４３２、４３３及び４３４と向かい合うように設置されていなく、第二支持部４３
１、４３２、４３３、４３４および４３５間の隣接する二つの第二支持部によって形成す
る４つの第二凹溝と向かい合うように設置されている。この場合、第一サブ電極４４１と
第二サブ電極４５１は向かい合うように設置され、第一サブ電極４４２と第二サブ電極４
５２は向かい合うように設置され、即ち第一サブ電極４４１と４４２はそれぞれ、第二サ
ブ電極４５１と４５２の真上に設けられている。図４における第一支持部４２１、４２２
、４２３、４２４は、それぞれ第二支持部４３１、４３２、４３３、４３４と斜めに向か
い合うように設けられている。
【００４３】
　図３、４に示されている構造は、画素電極と共通電極との間の横方向電界をより密集化
させ、これにより液晶表示パネルの表示性能を高める。
【００４４】
　図５～７を参照すれば、それぞれ支持部の異なる構造を示している。簡素化するために
、図面には支持部と画素電極のみが示されている。これらの図中においては、上部基板、
下部基板の支持部は対称的に設けられている。勿論、本実施例中の上部基板、下部基板の
支持部は斜めに設置することもできる。
【００４５】
　図５における支持部５２１、５２２、５２３、５２４の横断面の形状は四角形であり、
これらの支持部上には、間隔をおいて画素電極としてのサブ電極５４１、５４２が設けら
れている（簡素化のために、図中において共通電極と絶縁層などの層構造は示していない
）。
【００４６】
　図６における支持部６２１、６２２、６２３、６２４の横断面の形状は半楕円形であり
、これらの支持部上には、間隔を置いて画素電極としてのサブ電極６４１、６４２が設け
られている（簡素化のために、図中において共通電極と絶縁層などの層構造は示していな
い）。
【００４７】
　図７における支持部７２１、７２２、７２３、７２４の横断面形状は三角形であり、こ
れらの支持部においては、間隔を置いて、画素電極としてのサブ電極７４１と７４２が設
けられている（簡素化のために、図中において共通電極と絶縁層などの層構造は示してい
ない）。
【００４８】
　本実施例中において、上部基板、下部基板の各層はいずれも均一な層厚を有する。ここ
において、各層厚の選択できるパラメータ範囲について例示する。ここにおいて、第一共
通電極と第二共通電極の層厚の範囲は、３００Å～２５００Å、第一絶縁層と第二絶縁層
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の層厚の範囲は、５０００～１００００Å、第一画素電極（第一サブ電極を含む）と第二
画素電極（第二サブ電極を含む）の層厚の範囲は、３００Å～２５００Åであり、液晶層
の層厚の選択できる範囲は、ｄ＝５～２０μｍである。
【００４９】
　最後に、図８を参照して本実施例図３中に用いられる、好ましい構造パラメータを示す
。簡素化するために、図８において部分的に層構造を省略した。図８は、支持部が台形構
造の場合について説明するものである。
【００５０】
　上部基板の内表面（即ち下面）の台形支持部の底辺の幅、隣接する台形支持部の間の距
離、台形支持部の高さ、台形支持部斜辺の傾斜角度が、それぞれ下部基板の内表面（即ち
上面）の台形支持部の底辺の幅、隣接する台形支持部の間の距離、台形支持部の高さ、台
形支持部斜辺の傾斜角度と同じとなるように設置する。ここにおける底辺とは、台形支持
部の台形横断面の上底辺と下底辺のうちの、比較的広い底辺である。底辺の幅の例示範囲
はｗ＝１～４μｍである。隣接する台形支持部の間の距離の例示範囲は、Ｌ＝１～６μｍ
である。台形支持部の高さの例示範囲は、ｈ＝０．５～１μｍである。台形支持部斜辺の
傾斜角度αの例示範囲は、α＝４０～５０°である。本実施例が提供する、好ましい層構
造の厚さは、前記ブルー相液晶層の厚さの例示範囲は、ｄ＝５～２０μｍである。ブルー
相液晶層中のブルー相液晶材料は、例えば、ブルー相液晶重合体である。
【００５１】
　以上の実施例は本発明の技術構成を説明するために用いられるが、しかし本発明は前記
の具体的な構造に限定されない。例えば、前記の「上部基板」「下部基板」「上に向けて
突起している」「下に向けて突起している」等は、いずれも相対的に位置関係を示すもの
である。例えば、本発明実施例の構造全体が、一つの方向に回転した際、前記相対的な位
置関係を示す語句も対応するように変化する。例えば、前記各基板の二つの電極中におい
て、基板に近い電極は共通電極として使用され、基板から遠い電極は画素電極として使用
される。しかし、基板に近い電極を画素電極として使用し、基板から遠い電極を共通電極
として使用することもできる。また、前記の記載及び図面において、上部基板と下部基板
上のストライプ状サブ電極が向かい合うように設けられていることのみ示し、しかし上部
基板、下部基板上のストライプ状電極は、ストライプ状サブ電極の配列方向上において交
互に設けることもできる。
【００５２】
　前記実施例に対する記載により、本発明の実施例は少なくとも以下の構造を提供できる
。
【００５３】
（１）フリンジフィールドスイッチングモードの液晶表示パネルであって、
　互いに向かい合う第一基板と第二基板、及び前記第一基板と前記第二基板との間にある
液晶層、
　前記第一基板の、前記第二基板と向かい合わせの表面上に順次形成されている第一下部
電極、第一絶縁層及び第一上部電極、及び、
　前記第二基板の、前記第一基板と向かい合わせの表面上に順次形成されている第二下部
電極、第二絶縁層及び第二上部電極
を含む。
【００５４】
（２）前記第一上部電極は複数の、互いに平行し且つ互いに間隔を置いているストライプ
状の第一サブ電極を有し、
　且つ前記第二上部電極は複数の、互いに平行し且つ互いに間隔を置いているストライプ
状第二サブ電極を有することを特徴とする、（１）に記載の液晶表示パネル。
【００５５】
（３）前記第一基板上の第一サブ電極の延伸方向は前記第二基板上の第二サブ電極の延伸
方向と同じであることを特徴とする、（２）に記載の液晶表示パネル。
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【００５６】
（４）前記第一下部電極と前記第二下部電極は共通電極であり、且つ前記第一上部電極と
前記第二上部電極は画素電極であることを特徴とする、（１）～（３）のいずれかに記載
の液晶表示パネル。
【００５７】
（５）前記第一基板の前記第二基板と向かい合わせの表面上には複数の、互いに平行し且
つ前記第二基板に突起している第一支持部が設けられ、隣接する第一支持部の間は第一凹
溝が形成され、且つ、前記第一支持部は前記第一基板と前記第一下部電極との間に設けら
れていることを特徴とする、（２）～（４）のいずれかに記載の液晶表示パネル。
【００５８】
（６）前記第一サブ電極は前記第一支持部に対応するように設けられ、または前記第一サ
ブ電極は前記第一凹溝に対応するように設けられていることを特徴とする、（５）に記載
の液晶表示パネル。
【００５９】
（７）前記第二基板の前記第一基板と向かい合わせの表面上には複数の、互いに平行し且
つ前記第一基板に突起している第二支持部が設けられ、隣接する第二支持部の間は第二凹
溝が形成され、且つ、前記第二支持部は前記第二基板と前記第二下部電極との間に設けら
れていることを特徴とする、（２）～（４）のいずれかに記載の液晶表示パネル。
【００６０】
（８）前記第二サブ電極は前記第二支持部に対応するように設けられ、または前記第二サ
ブ電極は前記第二凹溝に対応するように設けられていることを特徴とする、（７）に記載
の液晶表示パネル。
【００６１】
（９）前記第二基板の前記第一基板と向かい合わせの表面上には複数の、互いに平行し且
つ前記第一基板に突起している第二支持部が設けられ、隣接する第二支持部の間は第二凹
溝を形成し、且つ、前記第二支持部は前記第二基板と前記第二下部電極との間に設けられ
ていることを特徴とする、（５）または（６）に記載の液晶表示パネル。
【００６２】
（１０）前記第二サブ電極は前記第二支持部に対応するように設けられ、または前記第二
サブ電極は前記第二凹溝に対応するように設けられていることを特徴とする、（９）に記
載の液晶表示パネル。
【００６３】
（１１）前記第一支持部の横断面は四角形、台形、半円形、三角形または半楕円形であり
、且つ前記第二支持部の横断面は前記第一支持部の横断面の形状と同じであり、且つ、前
記第二支持部と前記第一支持部は向かい合うように設けられ、または前記第二支持部は前
記第一凹溝と向かい合うように設けられていることを特徴とする、（９）または（１０）
に記載の液晶表示パネル。
【００６４】
（１２）前記第一下部電極、第一絶縁層、第二下部電極及び第二絶縁層はそれぞれ、均一
な層厚を有することを特徴とする、（１）～（１１）のいずれかに記載の液晶表示パネル
。
【００６５】
（１３）前記第一絶縁層と第二絶縁層の層厚の範囲は５０００～１００００Åであり、
　前記第一上部電極と第二上部電極の層厚の範囲は３００～２５００Åであり、
　前記液晶層の層厚の範囲は５～２０μｍであることを特徴とする、（１）～（１２）の
いずれかに記載の液晶表示パネル。
【００６６】
（１４）前記第一基板上に設けられている第一偏光板、及び
　前記第二基板上に設けられている第二偏光板を含むことを特徴とする、
（１）～（１３）のいずれかに記載の液晶表示パネル。
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【００６７】
（１５）前記液晶層の材料はブルー相液晶重合体であることを特徴とする、（１）～（１
４）のいずれかに記載の液晶表示パネル。
【符号の説明】
【００６８】
　　１０１　上部偏光板
　　１０２　上部基板
　　１０３　液晶層
　　１０４　画素電極
　　１０５　絶縁層
　　１０６　共通電極
　　１０７　下部基板
　　１０８　下部偏光板
　　２０１　上部偏光板
　　２０２　上部基板
　　２０３　第一共通電極
　　２０４　第一絶縁層
　　２０６　液晶層
　　２０８　第二絶縁層
　　２０９　第二共通電極
　　２１０　下部基板
　　２１１　下部偏光板
　　２４１、２４２、２４３　第一サブ電極
　　２５１、２５２、２５３　第二サブ電極
　　３０１　上部偏光板
　　３０２　上部基板
　　３０４　第一共通電極
　　３０５　第一絶縁層
　　３０７　液晶層
　　３０９　第二絶縁層
　　３１０　第二共通電極
　　３１２　下部基板
　　３１３　下部偏光板
　　３２１、３２２、３２３、３２４、３２５　第一支持部
　　３３１、３３２、３３３、３３４、３３５　第二支持部
　　３４１、３４２　第一サブ電極
　　３５１、３５２　第二サブ電極
　　４０１　上部偏光板
　　４０２　上部基板
　　４０４　第一共通電極
　　４０５　第一絶縁層
　　４０７　液晶層
　　４０９　第二絶縁層
　　４１０　第二共通電極
　　４１２　下部基板
　　４１３　下部偏光板
　　４２１、４２２、４２３、４２４　前記第一支持部
　　４３１、４３２、４３３、４３４　前記第二支持部
　　４４１、４４２　第一サブ電極
　　４５１、４５２　第二サブ電極
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